
令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報
３

申
立
人
は
、
被
申
立
人
に
対
し
、
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
仲
裁
に
請
求
を
付
託
す
る
少
な
く
と
も
九
十
日
前
に
、

そ
の
よ
う
な
付
託
の
意
図
の
書
面
に
よ
る
通
知
（
以
下
「
付
託
の
意
図
の
通
知
」
と
い
う
。）を
送
付
す
る
。
付
託
の

意
図
の
通
知
に
は
、
次
の
事
項
を
明
記
す
る
。

⒜

当
該
申
立
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
２
⒝
の
規
定
に
よ
っ
て
付
託
す
る
請
求
の
場
合
に
は
２
⒝
に

規
定
す
る
企
業
の
名
称
、
住
所
及
び
設
立
場
所

⒝

各
請
求
に
つ
い
て
、
違
反
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
前
章
の
条
項
又
は
投
資
に
関
す
る
合
意
の
条
項
そ
の
他
関
連
す

る
条
項

⒞

各
請
求
に
関
す
る
法
的
根
拠
及
び
事
実
に
係
る
根
拠

⒟

当
該
申
立
人
が
求
め
る
救
済
手
段
及
び
損
害
賠
償
請
求
額
の
概
算

４

申
立
人
は
、
請
求
を
生
じ
さ
せ
る
事
態
の
発
生
か
ら
六
箇
月
が
経
過
し
た
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
２
に
規
定
す
る

請
求
を
次
の
い
ず
れ
か
の
仲
裁
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
条
約
に
よ
る
仲
裁
。
た
だ
し
、
両
締
約
国
が
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
条
約
の
当
事
国
で
あ
る
場
合
に
限
る
。

⒝

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
仲
裁
規
則
に
よ
る
仲
裁
（
紛
争
当
事
者
が
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
Ｐ
Ｃ

Ａ
が
運
営
す
る
。）

⒞

紛
争
当
事
者
が
合
意
す
る
場
合
に
は
、
他
の
仲
裁
機
関
又
は
仲
裁
規
則
に
よ
る
仲
裁

５

こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
仲
裁
に
つ
い
て
は
、
請
求
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
時
に
付
託
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

⒜

申
立
人
に
よ
る
書
面
に
よ
る
仲
裁
の
請
求
で
あ
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
条
約
第
三
十
六
条
１
に
規
定
す
る
も
の
を

事
務
局
長
（
注
）
が
受
領
し
た
時

注

こ
の
⒜
の
規
定
の
適
用
上
、「
事
務
局
長
」
と
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
事
務
局
長
を
い
う
。

⒝

申
立
人
に
よ
る
書
面
に
よ
る
仲
裁
に
関
す
る
通
知
で
あ
っ
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
仲
裁
規
則
第
三
条
に
規
定

す
る
も
の
を
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
仲
裁
規
則
第
二
十
条
に
規
定
す
る
請
求
の
陳
述
書
と
と
も
に
被
申
立
人
が
受

領
し
た
時

⒞

４
⒞
の
規
定
に
よ
り
他
の
仲
裁
機
関
又
は
仲
裁
規
則
に
よ
る
仲
裁
が
選
択
さ
れ
た
場
合
に
は
、
申
立
人
に
よ
る

書
面
に
よ
る
仲
裁
に
関
す
る
通
知
を
被
申
立
人
が
受
領
し
た
時
。
た
だ
し
、
当
該
仲
裁
機
関
又
は
仲
裁
規
則
に
お

い
て
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

⒜
に
規
定
す
る
書
面
に
よ
る
仲
裁
の
請
求
並
び
に
⒝
及
び
⒞
に
規
定
す
る
書
面
に
よ
る
仲
裁
に
関
す
る
通
知
は
、

以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
仲
裁
の
通
知
」
と
い
う
。

６

各
締
約
国
は
、こ
の
協
定
の
規
定
に
従
っ
て
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
仲
裁
に
請
求
を
付
託
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

７

６
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
立
人
は
、
自
己
の
投
資
財
産
の
設
立
、
取
得
又
は
拡
張
に
関
す
る
投
資
紛
争
を
こ

の
節
の
規
定
に
よ
る
仲
裁
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

８

６
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
仲
裁
へ
の
請
求
の
付
託
は
、
申
立
人
が
２
の
規
定
に
よ
っ
て

申
し
立
て
ら
れ
る
違
反
が
発
生
し
た
こ
と
及
び
２
⒜
の
規
定
に
よ
っ
て
付
託
す
る
請
求
の
場
合
に
は
申
立
人
、
２
⒝

の
規
定
に
よ
っ
て
付
託
す
る
請
求
の
場
合
に
は
２
⒝
に
規
定
す
る
企
業
が
損
失
又
は
損
害
を
被
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

又
は
知
る
べ
き
で
あ
っ
た
最
初
の
日
か
ら
三
年
が
経
過
し
た
場
合
に
は
、
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

14

被
申
立
人
は
、
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
仲
裁
に
お
い
て
、
抗
弁
、
反
対
請
求
若
し
く
は
相
殺
と
し
て
、
又
は
そ
の

他
の
目
的
の
た
め
に
、
申
立
人
が
申
し
立
て
ら
れ
た
損
害
の
全
部
又
は
一
部
に
対
す
る
塡
補
そ
の
他
の
補
償
を
保
険

契
約
又
は
保
証
契
約
に
基
づ
い
て
既
に
受
領
し
た
こ
と
又
は
将
来
受
領
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
は
な
ら
な
い
。

15

仲
裁
廷
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
の
み
裁
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

申
立
人
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
関
し
、
前
章
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
又
は
２
⒜

若
し
く
は
⒝

に
規
定

す
る
投
資
に
関
す
る
合
意
に
基
づ
く
義
務
に
違
反
し
た
か
ど
う
か
。

⒝

違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
次
の

及
び

に
規
定
す
る
救
済
措
置
の
い
ず
れ
か
一
方
又
は
双
方

損
害
賠
償
及
び
適
当
な
利
子

原
状
回
復
。
こ
の
場
合
の
裁
定
に
お
い
て
は
、
被
申
立
人
が
原
状
回
復
に
代
え
て
損
害
賠
償
及
び
適
当
な
利

子
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

仲
裁
廷
は
、
仲
裁
に
係
る
費
用
及
び
代
理
人
の
報
酬
に
つ
い
て
も
、
こ
の
節
の
規
定
及
び
関
係
す
る
仲
裁
規
則
に

従
っ
て
裁
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。

16

締
約
国
の
投
資
家
は
、２
⒜
の
規
定
に
よ
る
仲
裁
に
請
求
を
付
託
す
る
場
合
に
は
、締
約
国
の
投
資
家
と
し
て
被
っ

た
損
失
又
は
損
害
の
み
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

17

仲
裁
廷
は
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
支
払
を
命
ず
る
裁
定
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

18

15
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
２
⒝
の
規
定
に
よ
っ
て
付
託
す
る
請
求
の
場
合
に
は
、

⒜

損
害
賠
償
及
び
適
当
な
利
子
の
支
払
を
命
ず
る
裁
定
に
お
い
て
は
、
支
払
が
２
⒝
に
規
定
す
る
企
業
に
対
し
て

行
わ
れ
る
こ
と
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

⒝

原
状
回
復
を
命
ず
る
裁
定
に
お
い
て
は
、
原
状
回
復
が
２
⒝
に
規
定
す
る
企
業
に
対
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

９

こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
仲
裁
へ
の
請
求
の
付
託
は
、
次
の
⒜
又
は
⒝
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く

ほ
か
、
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

⒜

２
⒜
の
規
定
に
よ
っ
て
付
託
す
る
請
求
に
つ
い
て
は
、
次
の

及
び

に
規
定
す
る
条
件
を
満
た
す
場
合

申
立
人
が
、
こ
の
節
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
仲
裁
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
き
、
書
面
に
よ
り
同
意
す
る
こ

と
。申

立
人
が
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
法
律
の
下
に
あ
る
行
政
裁
判
所
若
し
く
は
司
法
裁
判
所
又
は
他
の
紛
争

解
決
手
続
に
お
い
て
、
２
⒜

に
規
定
す
る
違
反
を
構
成
す
る
と
さ
れ
る
措
置
に
関
す
る
手
続
を
開
始
し
、
又

は
継
続
す
る
権
利
を
書
面
に
よ
り
放
棄
す
る
こ
と
。

⒝

２
⒝
の
規
定
に
よ
っ
て
付
託
す
る
請
求
に
つ
い
て
は
、
次
の

及
び

に
規
定
す
る
条
件
を
満
た
す
場
合

申
立
人
及
び
２
⒝
に
規
定
す
る
企
業
の
双
方
が
、
こ
の
節
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
仲
裁
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
つ
き
、
書
面
に
よ
り
同
意
す
る
こ
と
。

申
立
人
及
び
２
⒝
に
規
定
す
る
企
業
の
双
方
が
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
法
律
の
下
に
あ
る
行
政
裁
判
所
若

し
く
は
司
法
裁
判
所
又
は
他
の
紛
争
解
決
手
続
に
お
い
て
、
２
⒝

に
規
定
す
る
違
反
を
構
成
す
る
と
さ
れ
る

措
置
に
関
す
る
手
続
を
開
始
し
、
又
は
継
続
す
る
権
利
を
書
面
に
よ
り
放
棄
す
る
こ
と
。

10

９
⒜

又
は
⒝

の
規
定
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
放
棄
は
、
仲
裁
廷
が
手
続
上
の
又
は
管
轄
権
に
関
す
る
根
拠
に
基

づ
い
て
請
求
を
却
下
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

11

９
⒜

及
び
⒝

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
立
人
又
は
２
⒝
に
規
定
す
る
企
業
は
、
被
申
立
人
の
法
律
の
下
に

あ
る
行
政
裁
判
所
又
は
司
法
裁
判
所
に
お
い
て
、
暫
定
的
な
差
止
め
に
よ
る
救
済
（
損
害
賠
償
の
支
払
を
伴
わ
な
い

も
の
に
限
る
。）の
申
立
て
を
行
い
、
又
は
そ
の
申
立
て
に
係
る
手
続
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

12

被
申
立
人
は
、
非
紛
争
締
約
国
に
次
の
も
の
を
送
付
す
る
。

⒜

仲
裁
の
通
知
（
仲
裁
の
請
求
が
付
託
さ
れ
た
日
の
後
三
十
日
以
内
に
送
付
す
る
。）

⒝

仲
裁
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
全
て
の
主
張
書
面
の
写
し

13

非
紛
争
締
約
国
は
、
紛
争
当
事
者
へ
の
書
面
に
よ
る
通
知
を
行
っ
た
上
で
、
こ
の
協
定
の
解
釈
に
関
す
る
問
題
に

つ
き
仲
裁
廷
に
対
し
て
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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